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１．はじめに 

グースアスファルト舗装は、鋼床版の防水層として利用される工法であるが、近年ではコンクリ－ト床版の

防水層として適用する技術も開発され、今後の施工量の増加が予想されている。グースアスファルト舗装の施

工時の課題として、混合物が高温に加熱されるため、アスファルトから悪臭を有する煙霧（以下、ヒューム）

を発生することにある。この傾向は、天然アスファルトを使用する場合は顕著であり、作業時の安全性の低下

や交通事故が懸念される。また、天然アスファルト特有の臭気による周辺住民からの苦情もしばしば発生す

る。さらに近年は、アスファルトヒュームの発がん性が IARC によりグループ 2Aに分類され、作業環境での

ヒューム濃度の低減が求められている。以上のことから、これらの課題に対応するため、アスファルト混合物

投入口とスクリード部で発生するヒュームを効率よく吸引し、上方より拡散排出する装置を取り付けたグース

フィニシャヒュームベンチレーションシステム（以下、排気システム）を開発した（特許取得）。本文では、そ

の内容ついて報告する。 

２．開発した排気システムの概要 

 開発した排気システムを図－１に、アスファ

ルトヒューム除去装置の仕様を表－１に示す。

本システムでは、グースアスファルト混合物か

ら発生するヒュームをホッパ側に設置した装置

により吸引し、地上 2.6ｍへ排気を行う。また、

スクリュー側では、回転式多翼ファンによりス

クリード上方 2.7ｍまで吹上げ、拡散排出させる

機構となっている。本システムにより、ヒュー

ムがフィニッシャ周辺に滞留することを抑制

し、作業環境におけるヒューム濃度の低減を

行っている。 

３．舗設作業時のヒュームの低減の検証 

３－１検証方法 

 排気システムを用いたグースアスファルト

舗装施工時のヒューム低減効果を確認するこ

とを目的に、社内試験施工により検証を行っ

た。本試験施工では、施工時に発生する周辺

の臭気濃度を評価するために、写真－１に示

す臭気計を使用し、臭気レベル値で比較を行

った。また、臭気測定については、ヒューム

が滞留しやすく作業環境の改善が必要と考えられるグースアスファルトフィニッシャのホッパ部、運転席部、

スクリード部の各位置において、排気システムの作動の有無による臭気レベル値の差について評価を行った。

表－１ アスファルトヒューム除去装置の仕様 

 

ヒューム除去方法：ホッパ側

        ：スクリュー側

ファン形式

ファン回転数

ファン風量

ファン羽根寸法

吸込み口形状

吐出口形状

アスファルト
ヒューム除去装置

ホッパ内から吸込み、地上2.6ｍへ排気式(30°刻みで角度調整可)

回転式多翼ファン

幅203㎜×⾧さ162㎜

幅1100㎜×⾧さ510㎜+225㎜

外径Φ277.5×幅130㎜（羽枚数：64枚）

54㎥/min（静圧200Pa 回転数1900rpm）

1900min⁻¹（固定）

ファン排気による、スクリード部上方2.7ｍへ吹き飛ばし式

 

図－１ 開発した臭気システム 



なお、ホッパ部、スクリード部では、実際の作業時を想定して地上 1ｍの位置で測定した。 

３－２検証結果 

臭気レベル値の測定結果を図－２に、測定状況を写真－２、写真－３に示

す。排気システムを作動させていない状態でのグースアスファルト混合物の

臭気レベル値は、ホッパ部が最も高くなり、最大で臭気レベル値 500 の値を

示した。この値は、「3：楽に感知できるニオイ」に分類され、作業環境の改

善が必要と考えられる。また、運転席・スクリード部の場合では、最大で臭

気レベル値 300 を示した。この値は、「2：認知闘値」に分類され、ホッパ部

と比較すると臭気レベル値は小さいものの、臭気を認識できるレベルであ

り、改善することが望ましいと判断される。一方、排気システムを作動させ

た場合のグースアスファルト混合物の臭気レベル値は、図－２に示すよう

に、ホッパ部で臭気レベル値 500 から 100 以下に抑え

られていることがわかる。この値は、「1：検知闘値」

に分類され、臭気強度が大幅に改善されることが確認

された。また、同様に運転席・スクリード部において

は、臭気レベル値 300 から 50 以下に抑えられ、「0：無

臭」に分類されることが確認された。以上のことか

ら、排気システムを作動させることでヒュームの排気

が可能であり、フィニッシャ周辺における作業環境の

改善に寄与できることが確認された。 

４．排気システムの効果 

 開発した排気システムを写真－４に示す。グースア

スファルト混合物は、排気システムを使用すること

で、作業範囲に滞留する排気や臭気を

除去し、臭気レベル値を低減できるこ

とを確認した。とくに、グースアスフ

ァルト混合物供給中のホッパ部での作

業は、ヒュームの影響が非常に大きい

ことから、作業環境の改善効果が高い

と判断される。また、排気装置の吐出

方向は 360 度回転させることが可能で

あることから、風向きによって吐出方

向を変えることで排気を拡散し、臭気を低減することが可能

である。 

５．まとめ 

 検証結果により、排気システムを使用することで、ヒュー

ム濃度が低減できることを確認した。グースアスファルト混

合物は、一般のアスファルト混合物と比較して、煙が多く発

生するが、同時に煙も抑制されることで、作業員の視界の改

善効果も期待できる。今後、排気装置を通常舗装機械にも普

及させ、アスファルト混合物舗装時のヒューム低減による環

境改善に努めたいと考える。 

 

写真－１ 使用した臭気計 

 

図－２ 臭気レベル測定結果 

   

写真－２ 脱臭装置 OFF 時    写真－３ 脱臭装置 ON時 

 

写真－４ 開発したアスファルト 

ベンチレーションシステム 


